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平成２７年第１２回三浦市教育委員会定例会会議録 

 

○日  時 平成２７年１２月２２日（火） 午後３時００分～午後４時１２分 

 

○場  所 三浦市教育委員会教育委員室 

 

○次  第 

１ 開  会 

２ 前回会議録の承認 

３ 署名委員の指名 

 菊地 恵 委員、松尾 恒廣 委員 

４ 教育長報告 

⑴１２月市議会定例会について 

⑵三崎中学校体育館及び武道場竣工式について 

  ⑶教育部の移転について 
 ⑷県教育長からの通知（綱紀粛正）について 
５ 報告事項 

⑴平成２７年１１月の後援名義等使用について 

⑵平成２７年第４回三浦市議会定例会の状況について 

６ 審議事項 

⑴議案第３３号 教育長が臨時に代理した事務の承認を求めることについて 

７ その他の事業について 

⑴ユネスコ無形文化遺産・国指定重要無形民俗文化財「チャッキラコ」奉納について 

⑵第 62 回文化財防火デーについて 

⑶第 70 回三浦半島県下駅伝競走大会の開催について 

⑷平成 28 年三浦市成人の日のつどいの開催について 

⑸平成 27 年度うどん祭りの開催結果について 

⑹三浦市社会教育講座「三浦の野菜をおいしく食べる料理講座」の開催について 

⑺三浦市社会教育講座「春のおもてなし料理～春餅・真珠団子～」の開催について 

⑻三浦市社会教育講座「はまゆう大学講座～三浦ゆかりの歌を歌いましょう～」の開催につ

いて 

８ その他 

９ 閉  会 
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○出席委員（５名） 

教 育 長  三 壁 伸 雄 

   教育長職務代理  菊 池   惠 

委    員  曽 根 崇 子 

委    員  松 尾 恒 廣 

委    員    下 里 矩 生 

 

○説明のために出席した職員 

教 育 部 長  大 西   太    教 育 総 務 課 長  田 中   勉

学 校 教 育 課 長  五十嵐   徹    学 校 給 食 課 長  松 下 彰 夫    

文化スポーツ課長  下 田   学    南下浦市民センター館長  小 川 史 郎    

初声市民センター館長   見 上 正 行    青少年教育課長兼図書館長  安 藤 宜 尚 

 

○事務局出席者  

教育総務課教育総務グループリーダー  長 島 正 紀 

 

○傍   聴（０名） 
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              ◇ 午後１時３０分 開会 ◇                

 

○三壁教育長  それでは、ただいまより平成２７年第１２回三浦市教育委員会定例会を開会い

たします。 

まず、はじめに前回会議録の承認を行います。 

前回会議録の案につきましては、すでにお手元に送付してございますが、本案修正等に関す

るみなさまのご意見を頂戴したうえで、誤字脱字等の修正については委員長一任とすることに

ついてご承認いただきたいと思います。 

修正等のご意見があれば、ご発言をお願いします。 

 

（発言等なし） 

 

○三壁教育長  なければお諮りします。 

前回会議録について、別添「平成２７年第１１回三浦市教育委員会定例会 会議録」のとお

りとすることについて、併せて、誤字脱字等の修正については教育長一任とすることについて、

ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

○三壁教育長  ご異議ないようですので、前回の会議録についてそのようにいたします。 

本日の定例会の会議録署名委員に菊池委員と松尾委員を指名します。 

 

○三壁教育長  それでは、次第４「教育長報告」について、私から何点かご報告します。 

   はじめに、１２月議会定例会について、１２月２日から１０日までの間、６日間開催され、

教育部関連の議案５件を上程し、いずれも議決されました。また、一般質問では４人の議員

から質問があり、下田議員からは全国学力状況学習状況調査、相談指導教室について、石橋

議員からは地方教育行政の組織及び運営に関す法律の一部改正、総合教育会議、教育大綱に

ついて、布川議員からは青少年会館閉鎖に伴う市民団体からの要望について、神田議員から

は教育行政について、教育委員会制度改正、三浦市教育大綱について質問がありました。答

弁内容については、後ほど教育総務課長から説明をいたします。 

   次に、昨日実施いたしました、三崎中学校の体育館及び武道場の竣工式ですが、委員の皆

様にも出席いただきありがとうございました。式典は滞りなく行われ、吹奏楽部の演奏も大

変よかった、また吹奏楽部が前日の県アンサンブル大会で金賞を受賞したということで、花

を添えることとなりました。大変よい竣工式であったと思います。 

   ３点目、教育部の移転について、スケジュールの変更があります。当初１２月に移転を予

定していましたが、移転先の工事が遅れるため、１月下旬に移転し、２月１日から旧三崎中

学校での業務開始とまります。 

   ４点目、１１月１９日付けで、県教育長から教職員の綱紀の保持の通知がありました。 

  年末年始の行動について、校長会でもお話をしたところです。 

以上で報告事項を終わります。ご質問等がありましたらお願いいたします。 
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○菊池教育長職務代理 教育部の移転について、日程は決まっているのか。 

 

○田中教育総務課長 引っ越しは１月下旬に行い、２月１日から業務を開始する予定。 

 

○三壁教育長  よろしいですか、なければ、教育長報告を終了いたします。 

 

○三壁教育長  それでは、次第５「報告事項」に入りたいと思います。 

⑴平成２７年１１月の後援名義等使用について、報告をお願いします。 

 

○田中教育総務課長  平成２７年１１月の後援名義等使用についてご報告いたします。 

平成２７年１１月分につきましては、文化スポーツ課関係で７件の申請があり、いずれも承

認をしているものです。それぞれの内容等で、ご質問があれば担当課よりご説明しますのでよ

ろしくお願いします。 

 

○三壁教育長  報告は終わりました、ご質問等ございますか。 

   なければ、次に、⑵平成２７年第４回三浦市議会定例会の状況について、教育総務課長よ

り報告お願いします。 

 

○田中教育総務課長 平成２７年度第３回三浦市議会定例会の状況について報告いたします。 

  １２月２日（水）から１２月１０日（水）までの日程で開催され、市からの提出議案は１２

件、また報告は２件で、そのうち教育委員会の関連の案件として議案が５件ございました。５

件の議案につきましては、青少年会館の耐震診断結果を受けての、教育部の移転と青少年会館

の閉鎖に関するものと、前回の定例会でご審議いただいた補正予算に関する案件であります。 

  次に、一般質問における答弁概要についてです。 

  今議会の中で、一般質問は１３名中４名の議員から教育委員会関連の質問がありました。 

  １人目は、無所属の下田議員より、全国学力学習状況調査について、フリースクールについ

ての２件の質問がありましたが、いずれも、タウンニュース三浦版の記事を見ての質問で、全

国学力学習状況調査の結果は、市内の小中学校はすべての教科で全国平均を下回っていたが、

教育委員会の考えをとのことで、教育委員会としては、結果から三浦市の児童生徒の特性を分

析し、授業改善等に結びつけることが重要と考え、現在取り組みを進めていると答弁いたしま

した。 

  ２点目は、社会福祉協議会が行っている学習支援について、教育委員会の考えをとの質問で、

これについては、学校への周知に協力していると答弁いたしました。 

３点目は相談指導教室がどのような考えで運営されているのかという質問に対して、相談指

導教室では、児童生徒の状況に合わせた学習支援やコミュニケーション、作業等を指導者や他

の児童生徒との関わりの中で積み重ねることで、学校に通える力を蓄えられるよう取り組みを

行っていると、答弁いたしました。 

  ２人目は、日本共産党の石橋むつみ議員からの質問で、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律の一部改正について、総合教育会議、教育大綱の３点です。法律の改正については、こ



- 5 - 

 

れまでと同様に教育委員会の政治的中立性が確保されるのかとの質問に対し、教育委員会は、

引き続き、執行機関であり、総合教育会議で市長と協議・調整は行うが、政治的中立性、継続

性、安定性の確保はされているとの答弁をいたしました。 

  また、総合教育会議の内容について、会議要領の決定と教育大綱の協議をしたことを答弁し、

教育大綱の策定にあたっての考えについては、市長が提唱している、地域の教育力を活かした、

三浦らしい教育の実現を基本理念とし、第４次三浦市総合計画「みうらまちづくりプラン」を

基に、基本目標には総合計画の施策をあて、具体的な施策には総合計画の展開方針をあてるこ

とにより、まとめたものであると答弁いたしました。 

  ３人目は、共産党の布川議員で、青少年会館の閉鎖について、利用団体からの要望をもとに

質問があり、１点目は勤労市民センターの料金改定について、青少年会館の利用者にとっては、

勤労市民センターの料金は高いため、値下げができないかとの質問で、施設の運営費を確保す

るのに必要な措置として、議決いただいたものであり、現時点では、この考え方に変わりない

ため、利用料金の改定は考えていない。 

  ２点目は、旧三崎中学校の空き教室の利用に際して、音楽サークルも利用できるようピアノ

を設置することはできないかとの質問で、旧三崎中学校の教室部分については、市民が利用で

きるスペースを２部屋程度確保することを検討している。ピアノ演奏等の音楽活動による利用

については、近隣住民の生活環境に支障が生じないよう、簡易測定ではあるが騒音測定装置を

使用し、音楽活動を行った場合の音の影響についての調査も進めており、近隣住民に配慮しつ

つ、音楽サークルの利用が可能であるか等、引き続き検討し判断していきたいと、答弁いたし

ました。    

４人目は、みうら市政会の神田議員で、教育委員会制度改正について、教育大綱の基本理念

でうたっている三浦らしい教育の実現の内容について質問があり、市長が目指している教育の

あり方のことで、三浦の良さである、地域の教育力を生かし、学校・家庭・地域の協働により、

心豊かで、たくましいみうらっ子を育成することを目指す取組みであると答弁いたしました。 

   ２点目は、三浦市の教育振興基本計画を策定する予定についての質問で、現在、学校教育に

関しては、三浦市学校教育全体構想を策定しており、今後、生涯学習全体構想の策定に向けて

取り組み、それらを合わせて三浦市教育振興基本計画とすることを考えているとの答弁をいた

しました。 

３点目は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議が開催され、市長が公の場で教育政策

について議論することになるわけであるが、市長は今後どのような教育環境をつくっていくの

かとの質問で、大綱の基本理念で示させていただいた、三浦らしい教育を実現することであり、

地域力を生かした教育の推進をめざすものである。 

また、今後の教育環境については、総合教育会議で発言したが、体力、学力の向上、道徳教

育や三浦らしい海洋教育に力を入れながら、小学校の適正化についても取り組んでいきたいと

の答弁をいたしました。 

報告は、以上です。 

 

○三壁教育長  報告は終わりました。ご質問等がありましたらお願いします。 

 

○松尾委員  社会福祉協議会の行っている学習支援の内容について、教えてください。 
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○五十嵐学校教育課長  今年の７月に社会福祉協議会から実施にあたり協力の依頼があり、社

会福祉協議会とも相談しながら学校に周知をしました。実際に参加した子どもは１名と聞いて

います。指導者については、市内の小中学校を退職した元教員をボランティアとして配置して

います。 

 

○松尾委員  逗子市、葉山町は退職した校長先生が、学力支援ということで各学校にいって、

子どもたちを指導している例がある、もし三浦でこれをやるとしたら、学校としてはどうなの

か。 

 

○五十嵐学校教育課長  非常に準備が必要なのかなと思います。現状で取り組んでいる市町は、

予算化して実施している。退職した校長先生方からは、協力したい旨は聞いている。 

 

○松尾委員  私は校長先生たちに、働きかけていいのではと考えているが。 

 

○五十嵐学校教育課長  それには現職の校長先生とのすりあわせが必要であると考えます。学

力向上の動きにうまくマッチさせることが必要、また放課後の施設の使い方、他の教員との関

係であったり、十分な準備が必要であると思います。現状では具体的な動きはありません。 

 

○菊池教育長職務代理  これは、全国的な社会福祉協議会の運動なのか、市独自なのか。 

 

○五十嵐学校教育課長  詳細は判りませんが、法律が変わりこのような動きがあることから、

全国的な動きであると認識しています。 

 

○曽根委員  下田委員のフリースクールとはどのようなことか。 

 

○五十嵐学学校教育課長  ここでは相談指導教室のこととして答弁しています。 

三浦市内の不登校の子どもを対象とした施設のことをさしています。 

 

○三壁教育長  相談指導教室の状況を教えてください。 

 

○五十嵐学校教育課長  ９月現在で、男子３名（小学生２名、中学生１名）女子が２名（小学

生１名、中学生１名）通室しています。 

 

○三壁教育長  他にございますか、なければ続きまして次第６「審議事項」に入りたいと思い

ます。 

議案第３３号 教育長が臨時に代理した事務の承認を求めることについてを議題といたし

ます。 

それでは、事務局より説明をお願いします。 
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○下田文化スポーツ課長  議案第３３号 教育長が臨時に代理した事務の承認を求めることに

ついて説明します。 

これは、平成２７年第４回定例議会におきまして、三浦市ライブラリー条例の一部が改正

されたことに伴うものでございます。 

具体的には三浦市ライブラリー条例第 3 条に職員の規定を追加したことにより、第９条を

第１０条とし、第４条から第８条までを１条ずつ繰り下げた結果、規則への影響が出た内容

でございます。 

なお、本件は公布の日（１２月１０日）からの施行となっており、通常の委員会議決を求

めることが出来なかったため、三浦市教育長に対する事務委任等に関する規則第３条第１項

の臨時代理により決定をしたものであります。 

 

○三壁教育長  他にございませんか。 

 

（発言等なし） 

 

○三壁教育長  なければお諮りいたします。 

議案第３３号 教育長が臨時に代理した事務の承認を求めることについて、原案のとおりと

することについて、ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

○三壁教育長  ありがとうございました。ご異議ないようですので、そのように決しました。 

 

○三壁教育長  それでは、次第７「その他の事業について」に入りたいと思います。 

⑴ユネスコ無形文化遺産・国指定重要無形民俗文化財「チャッキラコ」奉納について、⑵第６

２回文化財防火デーについて、⑶第７０回三浦半島県下駅伝競走大会の開催については、文化

スポーツ課の事業ですので、まとめて説明をお願いします。 

 

○下田文化スポーツ課長   

   チャッキラコは昭和５１年５月に国指定重要無形文化財に指定され・平成２１年９月にユネ

スコ無形文化遺産に登録されました。 

毎年、１月１５日に実施されておりますが、来年も例年どおり実施される予定です。 

時間は資料のとおりですが、１０時から本宮にて奉納され、その後１０時３０分に海南神社

で奉納が行われます。その後、チャッキラコ昭和館、午後は下町の各家々を回ります。 

主催はちゃっきらこ保存会です。 

次に、第６２回文化財防火デー・第２３回消防訓練について 

毎年１月２６日は文化財防火デーとされています。 

文化財防火デーは、文化財を火災、震災などの災害から守ること、文化財愛護の意識を高め

ることを主な目的としています。 
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そこで、三浦市でも文化財保護の関心を高めることと、地域・住民ぐるみの防火防災意識を

高めるために、消防と教育委員会が合同で消防訓練を実施しています。 

今年は、第２３回消防訓練となりますが、１月２６日（火曜日）１０時から１０時３０分に

三崎の光念寺で実施をいたします。 

訓練の想定は、社殿より出火、延焼拡大の恐れがあるため放水による早期消火をし延焼を

阻止するとともに関係者による文化財の搬出など総合的な消防訓練を行う予定です。 

   次に、第 70 回三浦半島県下駅伝競走大会の開催について説明いたします。 

三浦半島県下駅伝競走大会は、横須賀市・横須賀市教育委員会・横須賀市陸上競技協会が主

催で、平成 28 年 1月 17 日、日曜日に開催を予定しています。 

コースと通過予想時刻は資料 18 ページの表のとおりです。9 時 30分に横須賀アリーナをス

タートして、3 区から 4 区への第 3 中継所が三浦スポーツ公園になっています。 

スポーツ公園での中継予想時間は 10時 38 分です。実際にタスキリレーが行われるのは 10

時 30 分から 10 時 45分位くらいと予想をしています。三浦市のチームも参加をいたします。

よろしければ応援いただければと思います。 

昨年の三浦市チームですが、9 チーム参加の中、第 6 位という結果でした。 

お手元の資料につきましては、大会要項となります。後ほどご一読いただければと思います。 

   以上で説明を終わります。 

 

○三壁教育長  説明は終わりました。ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

○菊池教育長職務代理  チャッキラコについて、教育委員会職員の体制や資料配付をするかに

ついて伺います。 

 

○下田文化スポーツ課長  資料については、保存会が用意をいたします。 

 行事全体について教育委員会が協力して実施しています。 

 

○三壁教育長 他にございませんか。 

 

（発言等なし） 

 

○三壁教育長  引続きまして、⑷平成 28 年三浦市成人の日のつどいの開催についての開催につ

いて、⑸平成 27 年度うどん祭りの開催結果については、青少年教育課の事業ですので一括し

て説明をお願いします。 

 

○安藤青少年教育課長  それでは、青少年教育課より、平成２８年成人の日のつどいの開催に

ついて説明いたします。 

今回も新成人の門出を祝い、成人としての意識と三浦市への郷土愛を高めることを目的に、

平成２８年成人の日のつどいを開催します。 

   日時は平成２８年１月１１日成人の日、午前１０時３０分から１１時３０分、会場はうら

り２階の三浦市民ホールで、三浦市、三浦市教育委員会、成人の日のつどい運営委員会の主催



- 9 - 

 

で行います。運営委員会は新成人１９名の構成で、この式典の運営企画に取り組んでいただい

ています。 

   今回対象の新成人は平成７年４月２日から平成８年４月１日までに誕生した者で、１２月１

日現在の住民登録では、３９９人と前回に比べ４７名少なくなっています。 

    サブタイトルは、「新しい自分にトライ」です。 

    内容は、１０時３０分の開会から、基本的に例年どおりの次第で進みますが、今年の新成人

の運営委員企画では、三浦の歴史や中学の思い出のスライド上映やクイズやインタビュー等の

レクリエーションを予定しています。 

    式典の周知広報は広報誌三浦市民、三浦市ホームページで周知するほか、対象の新成人には

１２月６日付で案内状を送付しています。また、現在は市外在住となっている新成人に対して

も問い合わせのあった希望者１０人に対しても同様に送付しています。 

   続いて、平成２７年度うどん祭りの開催結果について説明いたします。 

    本イベントは、先月報告しましたとおり、平成２７年１１月２３日（月・勤労感謝の日） 

１０時１５分から、場所は和田長浜の神奈川県立ＹＭＣＡ三浦ふれあいの村 野外炊事場で行

いました。 

当日の参加者は、公募した市内小中学生及びその保護者１０２人に青少年指導員、ジュニア

リーダー、事務局担当課等、スタッフを加えた計１３２人でした。 

当日は曇りで午後からの雨が心配されたものの、野外調理による手打ちうどんとおにぎり作

り、食後のレクリエーションゲーム等、予定のプログラムを滞りなく行うことができました。 

また、昨年度に引き続き、青少年指導員の活動を紹介するパネルの会場への展示や啓発物品

の配布を行い、指導員の日頃の活動のＰＲを行うことができました。 

平成２７年度うどん祭りの開催結果について、説明は以上です。 

   

○三壁教育長  説明は終わりました。ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

○曽根委員 本市に住民登録をしていない方の参加が１２名とのことですが、この方たちは三浦

市と関わりのある方ですか。 

 

○安藤青少年教育課長  この方たちは、小中学校を三浦で過ごされた方で、現在は住民票を市

外に移されている方です。 

 

○曽根委員  昨年は市政６０周年で、三浦の歴史をスライド上映し非常によかったが、あまり

偏りがあるとよくないので、その辺の配慮が必要だと感じました。 

 

○安藤青少年教育課長  昨年度のスライドの評価については、今年の運営委員に伝えてあり、

前回を意識して企画をしています。 

 

○三壁教育長  今年の運営委員１９名の内、３名はＯＢが参加しています。 

  これは、はじめての試みです。 

   新成人の該当者は、３９９名と１２名で、４１１名です。 
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○松尾委員  これ以降、人数は減少していくのか。今後３００人台になるのか。 

 

○五十嵐学校教育課長  手元のデータでは、小中学校の児童生徒数から見ると、その年により

若干増加したり減少したりを繰り返しながら、減少していく傾向にあります。 

 

○菊池教育長職務代理  出席率は変わりませんか。この推移は横ばいできていますか。 

 

○安藤青少年教育課長  平成２５年が８０パーセントを超えていました、その前の年も８０パ

ーセントを超えていましたので、昨年は少し下がったようです。しかし、県下では高いほうで

す。 

 

○三壁教育長  他にありませんか。なければ、次に⑹三浦市社会教育講座「三浦の野菜をおい

しく食べる料理講座」の開催について、説明をお願いします。 

 

○小川南下浦市民センター館長  三浦市社会教育講座「三浦の野菜をおいしく食べる料理講座」

の開催について説明します。 

  地産地消の奨励をかねて、三浦大根を使用する料理講座を開催いたします。１月２９日、県

認定ふるさと生活技術指導士の吉田和子氏を講師にお願いをしております。 

  定員は１８人、受講料７００円、１月７日から申し込みを受け付けます。 

  以上で説明を終わります。 

 

○三壁教育長  説明は終わりました、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

○菊池教育長職務代理  南下浦市民センターは、申し込みが１月７日からとなっていますが、

初声市民センターの講座の申し込みはいつからとなっていますか。 

 

○見上初声市民センター館長  初声市民センターの場合は、締め切り日を決めてあり、定員を

超えた場合は抽選としています。今年度から試験的に両センターの募集の方法を変えています。 

 

○菊池教育長職務代理  両センターの申し込み方法が違う理由はあるのか。利用者からの苦情

はないのか。 

 

○見上初声市民センター館長  平成２６年度までは、両センターとも先着順で募集をしていた

が、社会教育実行委員会で先着順では不公平ではないかとの意見があり、現在二通りの方法に

より、様子を見ているところです。抽選にした場合、講座に出席できるかが決まるまでに日に

ちがあり、他の予定が立たない、また、友達と出たいが、片方しか参加できない場合のことも

あり、当選しても一人では参加しないということもある。 
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○菊池教育長職務代理  両センター、連絡を取り合って進めてください。最善の方法でおこな

ってください。 

 

○三壁教育長  この件に関しては、来年度の実行委員会でしっかり決めてください。 

 

○大西教育部長  この件については、きちんと対応していきます。 

 

○三壁教育長  続きまして、⑺三浦市社会教育講座「春のおもてなし料理」、及び⑻「はまゆ

う大学講座」の開催については、初声市民センターの事業になりますので一括で説明をお願い

します。 

 

○見上初声市民センター館長  三浦市社会教育講座「春のおもてなし料理講座」の開催につい

て説明します。 

  クレープみたいな餅に野菜や鶏肉などをのせて巻く春餅と肉団子に餅米をまぶして蒸す真珠

団子を作ります。１月２８日開催、講師は中島睦子氏 定員は１８名、受講料は ７００円です。

１月１5 日申込み締め切りとしています。 

  次に、はまゆう大学講座、「三浦ゆかりの歌を歌いましょう」について説明いたします。 

  城ヶ島の雨など、三浦にゆかりのある歌を十二、三曲歌います。歌う喜びを皆で分かち合い

ます。２月６日開催。講師は市民センターで活動しているコーラスサークルしゃぼん玉の角谷

美佐子氏、小林澄子氏、高橋一江氏です。定員３０名、受講料３００円です。 

  以上です。 

 

○三壁教育長  説明は終わりました。ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

○三壁教育長  他にございませんか。 

 

（発言等なし） 

 

○三壁教育長  それでは、次第８「その他」に入りたいと思います。 

  委員の皆様から何かありますか。 

 

（発言等なし） 

 

○三壁教育長  ないようですので、その他を終了します。 

 

○三壁教育長  これをもちまして、平成２７年第１２回三浦市教育委員会定例会を閉会いたし

ます。 

ご協力ありがとうございました。 

 

               ◇ 午後４時１２分 閉会 ◇                


